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１．事業概要 

（１）地域の概要 

本地区は、岩手県二戸郡一戸町の最南端に位置し、標高 327～793ｍの高標高地

に位置し、夏季冷涼な気候を活かしたレタスやキャベツなどの高冷地野菜や酪農

を中心とした営農が展開されている地域である。 

本地区の畑地帯は、丘陵地帯であり、かんがい施設が未整備であるため、干ば

つの影響を受けやすい。 

また、農道の幅員が狭く路面の状況が悪いため、車両の通行に支障が生じると

ともに農作物の荷傷みが発生し、農作業の効率化・低コスト化が阻害されている。 

なお、本地区の農業用水は国営馬淵川沿岸農業水利事業により、大志田ダムを

築造して新規水源を確保している。また、同事業により揚水機場、幹線用水路（管

路）が整備され、受益地に配水されている。 

 

  

 

 

 

奥中山中央地区 
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○関連事業の位置図 
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（２）事業の目的 

畑地かんがい施設（用水路）や農道（B=3.0ｍ→4.0ｍ）の生産基盤を総合的に整

備し、計画的・安定的な農作物の生産や栽培管理の合理化、品質の向上を図り、

ひいては農業経営の安定化を図るものである。 

 

（３）事業計画概要 

ア 関係市町村 岩手県二戸郡一戸町 

 

イ 受益面積 231.0ha 

 

ウ 主要工事計画 

・用水路 17km 

・農 道 １km 

 

エ 工期 平成 17 年度～平成 31 年度（15 箇年） 

【工期の延伸理由】 

本地区は、平成 17 年度に事業採択されたのち、パイプランの計画路線で

ある農道等に共有地が多く、その用地交渉や未同意箇所の計画の見直しに

期間を要したこと、さらには、埋設管の県道町道横断協議や水道管移設協

議などの課題があり、相当の年数を要することが想定されたことから工期

を延長しているほか、平成 22 年度末の東日本大震災を受けて沿岸部の災害

復旧に重点を置いたことなどの要因により工期を延伸することとなった。

現在は、畑地かんがい施設及び農道の整備が進み、平成 31 年度完了に向け

計画的に事業進捗を図る予定である。 

 

オ 受益者数 80 人（畑かん 70 人、農道 10 人） 

 

カ 地元負担割合 

国 岩手県 町 農家 

50.0％ 30.0％ 20.0％ 0.0％ 

一戸町は総合計画基本計画において、馬淵川沿岸土地改良区（以下、「改

良区」という。）と連携し、畑地の整備を促進することとしているほか、夏

季冷涼な気候を生かした高原野菜について大志田ダム等のかんがい施設を

利用した省力化や土地利用型農業が展開できる地域でのレタス等の生産拡

大を促進することとしており、更なる農業振興を図ることとしている。こ
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のため、地元負担（農家）分については、国営、県営事業ともに一戸町が

負担している。なお、造成施設の維持管理費は農家からの賦課金や小水力

発電の売電収入により、改良区が負担することで、それぞれの役割を果た

しており、関係者との合意形成が図られている。 

 

 

２．事業の進捗 

（１）概要 

本地区は、関連事業の国営馬淵川沿岸農業水利事業（平成５年度～平成23年度）

の進度と調整を図りながら実施しており、本地区の施設の整備はほぼ完了してい

る。なお、平成 29 年度までの進捗率は 87.8％となっており、来年度の用水管の附

帯施設の施工をもって完了する見込みである。 

 

（２）予算執行状況 

総事業費 
平成 29 年度 

まで 

平成 29 年度 

までの進捗率 
平成 30 年度 

平成 30 年度 

以降 

1,014 百万円 890 百万円 87.8％ 10 百万円 124 百万円 

 

（３）工事の進捗状況 

区  分 
主要工事計画 

備考 
全体事業量 平成 29 年度迄 進捗率 

畑地かんがい 224.2ha 218.0ha 97.2％  

農道 580.0ｍ 580.0ｍ 100.0％  

集落環境管理施設 １式 １式 100.0％  

※畑地かんがいの用水施設（パイプライン及び給水栓）は平成 30 年度で完了し、平成

31 年度は用水管の附帯施設を施工する。 

 

（４）事業実施上の課題や問題点、今後の見通し 

東日本大震災の影響、新規編入や給水栓の追加要望に対応したことから工期を

延伸することとなったが、畑地かんがい施設の整備も進み平成 31 年度に完了する

予定である。 
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３．関連事業の進捗状況 

本地区の関連事業である「国営かんがい排水事業馬淵川沿岸地区」は、平成 23 年

度に完了しており、安定的な農業用水の利用が可能となっている。 

 

４．農業情勢、農村の状況その他社会経済情勢の変化 

岩手県では、「いわて県民計画」において、全国トップレベルの「安全・安心産

地」を形成するため、地域の資源等を最大限に生かした、適地適作を基本とする

農産物の生産拡大を進め、多様なニーズに対応した農林水産物の供給体制を確立

することとしている。 

また、奥中山高原の夏季冷涼な気候を活かした高原野菜の一大産地としての位

置付けを確立し、レタスの品質は全国的にも高い評価を得ている。（「一戸町総合

計画」より） 
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５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

（１）受益面積 

受益面積は、231.0ha であり、現計画から変動は生じていない。 

なお、本事業により実施しない畑地についても将来的には県の単独事業による

補助金等を活用しながら整備を行い、かんがい用水の利用を考えているものであ

り、地元の熱意が高い地域等から順番に整備を進めることとしており、今後も一

戸町と調整を図りながら、計画的に事業着手する予定である。 

 

（２）主要工事計画 

計画どおりであり、変更は生じていない。 

 

（３）事業費 

平成 30 年度時点における総事業費は、1,014 百万円であり、現計画から増減は

生じていない。 

 

（４）費用対効果分析 

本地区は、費用対効果分析の基礎となる要因の変化は生じていない。 

（単位：千円） 

区   分 現計画 再評価 

総費用（現在価値化） 8,479,495 9,847,925

 当該事業による費用 972,747 1,087,090

その他費用（関連事業費＋資産価格＋再整備

費） 
7,506,748 8,760,835

評価期間（当該事業の工事期間＋40 年） 54 年 55 年

総便益額（現在価値化） 19,822,798 22,159,492

総費用総便益費 2.34 2.25

 

 

（５）市町村等が策定する農業振興計画等との整合 

一戸町の農業振興地域整備計画及び総合計画基本計画に位置付けられており、

整合が図られている。 
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６．環境等の調和への配慮 

本地域は、特に配慮すべき動植物は確認されていないが、希少野生動植物調査検

討委員会等に諮り、専門家の意見をいただきながら事業を実施している。 

また、環境負荷の低減に資するため、再生砕石の積極的な使用や低騒音・低振動・

低排出ガス対策型の重機を使用し、地域環境の負荷軽減のための配慮に努めていく。 

 

 

７．事業コスト縮減等の可能性（取組状況） 

本地区の畑地かんがい施設のパイプラインの基礎材について、当初、購入材で計

画していたが、現地掘削土の粒度分布が良好であることから基礎材として使用した

ことにより建設コストを抑えた。 

また、農道や町道復旧の路盤材について、当初は砕石を使用することとしていた

が、建設廃棄資材の増加に伴い、本地区においても再生砕石を使用したことにより

建設コストを抑えた。 

今後、実施する工事においても、積極的にコスト縮減に努めることとする。 
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８．地元（受益者、地方公共団体等）の意向 

本地区では、現在、レタスやキャベツを中心に生産しており、畑地かんがい施設

を整備したことにより、降雨の少ない時期に行われる定植時のかんがいが可能とな

り、高値時期の出荷や長期間の安定した出荷など計画的な生産が可能になるととも

に、品質の向上が図られている。 

また、農道を整備したことにより生産作物の荷傷み発生防止による品質向上が図

られていることから、事業の早期完了を要望している。 

 

 
 

【整備後】レタスへの散水状況 【整備後】安定的なかん水により 

    計画的な定植が実現 

 

  

【整備前】狭幅な砂利道で砂塵が発生 【整備後】拡幅及びアスファルト 

      舗装を行い荷痛みを防止 

 

 

９．その他 

なし。 
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＜参考＞農産物の流通・販路拡大等の取り組み 

本地区は、これまで寒冷地という気候をいかし、ＪＡや農家同士が話し合い隣接

する地域と出荷時期をずらすことで販売額を確保してきた。 

本事業の実施により、出荷時期をずらす作付け体系は継続しつつ、降雨の少ない

時期に行われる定植時のかんがいが可能となり、用水が安定的に供給されるように

なったことで安定した収量を確保できることとなり、奥中山高原地域で生産された

レタスとして、生産量が増加し、取引量の拡大が図られている。 

また、栽培方法では、かんがい用水の供給時間や水量を自動調整できる「点滴か

んがい装置」を導入する取組を一部の農地で実施しており、それにより用水管理の

負担が軽減され、収入の安定化が図られている。 

現段階における販売体系については、これまでと同様にＪＡによる系統出荷（Ｊ

Ａは加工業者と契約）となっている。 

本地区で生産された農産物や加工品の一部は、直売所で販売されており農家所得

の増大や地域住民の雇用の受け皿としても寄与しているほか、直売所では生産した

農産物が消費者に喜ばれ購入されていく場面を直接農家が実感でき、農家の生産意

欲の増進にも寄与している。 

近年では、外食や惣菜などの需要が増え、従来の結球レタスからサニーレタス等

の非結球レタスの栽培が増えてくるなど、さらなる販路拡大と収益力の強化を図っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別給水栓

地域の直売所 店内の様子 

かん水状況 個別給水栓 

- 38 -




